Informal education and Mongolian proverbs―Learning process to be "Khun" by 横田 和子
民間教育学の視点からみるモンゴルのことわざ 133
民間教育学の視点からみるモンゴルのことわざ
一「人になる」という概念を中心に一
横　田　和　子
はじめに
　教育学者の太田暁は、人間を「一人前」にするという教育の営みはどの民族にも普遍的であり、
そのことを無視して現代の制度的な教育の行き詰まりを打開し、教育の未来を創造することはで
きないと指摘している｛1〕。そうした問題意識をもち教育の習俗を知ろうとした先人には口頭伝
承をその手がかりにした場合が少なくない。日本では柳田國男がことわざ研究のなかで教育との
関係について触れた。更に柳田の考えを「民間教育学」として成立させようと試みた庄治和晃が
いる＝2〕。庄治は柳田の残した遺産を「大衆の自然的教育法」「常民の子育て法」ととらえ、その
目標は「一人前」の人間を育てあげることだったとしている。そこで本論は、歴史的に口頭のコ
ミュニケーションが強い影響力をもってきたモンゴル｛3〕を事例に、人間が「一人前」になるた
めの教育のプロセスについてことわざを用いて明らかにしたい。昔から文字の使用が特権階級の
ものとして限定的であったモンゴルでは、口頭伝承や知恵を韻文で伝える営みが盛んで、ことば
に強い力が託されていると考えられてきた。ことわざも記憶されやすい表現で、ときに文字の力
を借りつつ、世代から世代へと受け継がれた。寺院教育等で記憶と暗言南が重視されたこと、本の
利用が稀だった点等から、家庭でも書かれたものより記憶や暗諦が影響力をもった。また仏教の
影響を受けたとされる教訓的なことわざも教育的な役割を担ってきた。モンゴル国における教育
学研究は社会主義時代（1921－1991）、当時のソ連からの強い影響を受けてきたが、特に民間教育
学｛』〕という分野で、様々な伝承や民俗を例に、伝統的な教育にみられる特殊性と普遍性につい
て研究された。とりわけ教育的役割が明確であるとされた伝承にことわざ｛5〕があり、多くの研
究者が扱っている。しかしながらその時代背景もあり、ことわざはイデオロギー教育を担うこと
を期待され、イデオロギーに見合うものを抽出する作業が行われた。一方民主化後は人民革命
（1921）以前の教育哲学の研究や、あるいは外国との比較研究等も行われているが、社会主義とい
う縛りがなくなっても、具体的に民間教育学から何をどのように学ぶべきかという方向性は見つ
かっていないのが現状といえよう。そこで本論はことわざを題材にしながらモンゴルの「人にな
る」という概念を中心に民閲教育学のありようを明らかにすることを試みる。
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1．研究の方法
　先行研究に示された養育に関わる約270のことわざを子ども観・家族観・身3女観・仕事観等の
観点から整理した。特に基礎資料としたのは①ガーダムバrモンゴルロ承文芸選塚“〕』②エル
デネオチルrいくつかのことわざの意味の辞典｛7〕』③ウルジーホタグ丁モンゴル民衆のことわ
ざ＝呂〕』④チョイマー『モンゴルの三千の良きことわざ＝9〕」の四点である。いずれもことわざ自
体を学習させるだけでなく、ことわざによる教育的意図を多かれ少なかれ含んで執筆されており、
特に②③は主な読者対象として児童・生徒を据えていることから教育的意図が明確である。①④
はことわざが学術的に収集されたもので、意味の解説はなく、その解釈は読み手に委ねられる。
これらを分類する際、ひとつのテーマとして、モンゴルの養育観の根底にある「人になる」とい
う概念に着目した。「一人前」になるための条件としては、白己保存の能力を身につける、仕事を
身につける、家族や共同体との関わり・人閥関係を身につけること等が考えられるが、本稿では
子どもの成長に焦点をあて、67のことわざを「誕生と子どもの存在意義」「人になることへの期待
と信頼」」「大人の役割」「子どもと仕事」という概念で整理した。
2．「人になる」という概念
誕生と子どもの存在意義
　子どもは人間の大切な富、幸福であり、氏族の継承者であるとの基本的な思想がモンゴル人に
はあったnω。「子沢山の両親は特別な名誉と尊敬をあたえられる。子孫を残さずに終わることは、
氏族が継続せず、家庭のかまどが保てないことを意味した＝11〕」とされるように、子どもの存在
意義を主題にしたことわざがある。
1．Y，1〕ηiimy日yyW311加”ap叩r（巣のある鳥は巣に急ぐ）
　Y岬ii　xYllW岬ηMW叩〕r（子どものいる人は子どもに急ぐ）
2．Yp村ixYH”前日Hm　xarapxa前（子どものいる人の茶碗は割れやすい）
　Yp〕3ηiixYHl1前yypmxympxo尚（去勢馬のいる人の馬取り竿は壊れやすい）
3．Yp村ixY11W〕3p〕〕x1…（子どものいる人は子どもで比べよ）
　Y岬ii　xYH61－e〕p33xl…（子どものいない人は自ら比べよ）
4．Ymii　xWl1叩H0iiT011（子どものいない人は目が濡れる）
　Y岬ii　xWθB0p　miiT01I（子どものいる人は懐が濡れる）
5．Ypη崩xYH皿yyr11㎜（子どものいる人は騒ぐ）
　YH凪3cηii　M0口Ha尚raHa（根のある木は揺れる）
6．YpdixYH6aH11（子どものいる人は豊か）
　YH只3c耐M0只6aT（根のある木は丈夫）
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7．YpxWx岬卿c　x01仰伽B㎝（子どもたちから距離をおけば）
　θ丁皿oXYe岬30日110（年をとって苦しむ）
8．ro皿0MT00caxmxWmii6oπ（かまどを守る子どもをもて）
　r㎝oo叩ii皿rax　M㎝T0ii6㎝（身体を白くするu1j家畜をもて）
　Xa1仰mii6ym　xapB0x　x、、mii6㎝（大鹿や鹿を射る息子をもて）
　Xa川1y6ynm3c円xxWx〕lmii6o皿（かわうそや黒甜を縫う娘をもて）
9・Yx3岬ii　xWllaMpH1川arryTaM㎜lir（牛のない人は秋の日が悲しみ）
　Y岬ii　xW　Yx〕x－1iiH叩r　ryTaM㎜ir（子どものない人は死ぬときが悲しみ）
　9p叩M巾xYll　ll0M』lll　ra］ap　ryTaM…lr（学間のない人は本の場所が悲しみ）
また、ごく普通に養子をとる。「自分の子どもをもちたいという願望はとても強かったので、他人
の子どもを養子にする風習を生んだ。モンゴルの人口が縮小傾向をたどったときには、とくに、
養子取りはきわめて広く見られた現象であった。親類の子にも、他人の子にも、実子と同じ権利
をあたえて養子にする風習は、いたるところで、広く見られたU3j」という。
　次の例は老いと子どもの必要性を述べたものである。
10．θcox口arrT0pco1川yTaronr1耐（育つときはふるさとがゆりかご）
　θ丁皿θx口aπT0pcoll　Wπ㎜Hr（老いるときは生んだ子が支え）
11．θTmTmo　x田pra日円肥皿W〕〕（xWx卿）cypra（年老いるまで幸せでいたいなら子どもを学ばせ）
　Yp円nx1岬30肌芭旧B〕nollroll口yHa（常に苦労したいなら色に溺れよ）
12．OT㎜xo口W　x〕p3mfi（年老いるなら子どもが必要）
　θ皿cθx叩xo㎝xgp3mii（腹が減ったら飯が必要）
13．Ypa叩1ii11xaaca前冊1rW（子ども達の良さを見よ）
　Yp〕〕口a日raH』1xaaxyp耶1r，3（去勢馬の達さを見よ）
　Yp33TaHllx巾θ1lop6oπ（子ども達をわからぬほど子沢山になれ）
　Yp〕〕円〕Talm岬ii6a日116㎝（去勢馬をわからぬほど豊かになれ）
　このように子どもの存在意義が強調されてきたのには、音から乳幼児の死亡率が高く、子ども
は授かりものと考えられてきた背景がある。モンゴルでは今も数え年を用いるが、これは人が母
親の胎内に存在しはじめたときから一個の生命として認められ、歳を数えはじめるためである。
かつては高い死亡率のため、人々は乳幼児を見るとそれが本当に「人になれるかどうか」常に心
配していたという。そこから乳幼児は「人になる」以前の何か＝川であるとの考えが生まれ、か
つこの「人になる」という表現が一人前の人間になるという抽象的な意味で使われるようになっ
た。
　子どもが無事生まれると、誕生の儀礼として「子どもを洗う儀」が行われる。儀礼には家族が
参加し、近隣の人々を呼ぶ場合もあるu5〕。客は「馬の人ですか、鍋の人ですかn6＝」と子どもの
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性別を問いながら贈り物を渡す。その際名づけが行われる＝17］。その後、男の子なら三歳、五歳、
女の子なら二歳、四歳のときに、「断髪の侠礼」が行われる。それまで子どもの髪はそのままにし
ておき、手は加えない。その時期は「子どもたちが自分たちのためのお祝いが行われていること
を認識できる」頃というn別。また「このころには死亡率の高いもっとも危険な時期を乗り越え、子
どもは言葉を理解するようになっているし、物心もつきはじめる。つまり半分はr霊』の領域に
属していた子どもが、完全にr人間』の領域に入る。断髪の祝いは、それを社会的に認知する儀
礼ugj」であるという。その際、
14．ypT　lmcmii（長生きし）
　y叩allxapr㎜Taii（長く幸せで）
　Aa卿Hユmii（父に孝行し）
　3〕抑〕〕TyCTOii（母を助け）
　Top　yπc叩0TycTa尚（国に役立ち）
　TYM〕ll　o皿11H　M011mfi6㎝x　H㎜日paii（多くの人の先頭となって行け）
等の寿詞が言われる。断髪の儀では子どもに家畜が贈られることが多いが、これにより子どもは
経済的にも一個の人間として認められることになるという‘1ω。
人になることへの期待と信頼
　こうして子どもは社会的・経済的な意味で人間の仲間入りを遂げるが、仲閥入りをしただけで
は「人」になったとはみなされない。そこから「人になる」までの長いプロセスが始まる。
15．XYH6omx6omacaa（人になるのは小さい頃から）
　XYmr6omx　ymra－m㏄aa（駿馬になるのは仔馬から）
16．yii皿㎝叩yiin㎝oP　xYl16o叩or（泣いて泣いて人になるもの）
　Maii皿caapMaiin㎝叩Ma皿6㎝凪or（鳴いて鳴いて家畜になるもの）
17．Axlm　x11iix　xW6㎝口or（仕事をして人になるもの）
　Ap叩Bxx㎝or6㎝凪or（峠を越えて駿馬になるもの）
16，17に見られる動詞「なる」には只orという恒常性、繰り返しや習慣を示す語尾がついている。
「人になる」プロセスは泣いたり、働いたりを繰り返し、習慣としながら継続していく。
18．Ypocox〕p6㎝ox（子どもは育ち男になる）
　Yp3gocθx　xY肥r6㎝ox（去勢馬は育ち駿馬になる）
また成長し、仕事や生活の上で独立して落ち着いたという意味を表すことわざに
19．F叩冊m肥om叩xW3x（手が鞍紐に届き）
　Xo皿11叩θpoθH凪xW3x（足が鐙に届く）
とあるように、馬、特に駿馬は人間の成長、成熟の比口鮫としての意味を持つ。
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　さて大人の留守中や、大人が多忙で子どもを見られないとき、子どもを守るために革の紐で子
どもを結わいつける習慣があった。昔は母親が子どもを抱きながら時間をやりすごすことは稀で、
母親は常に家の内外で仕事に追われていた。そのため子どもが這い歩きするようになった頃から
紐で結わいつけるのである。ナムジルによれば紐はある程度のゆとりがあり、辺りを動き、遊ぶ
こともできる十分な長さがある。家の中には鍋やかまどがあり、外には動物がいて、どのような
危険があるかもしれない。また手にとったものを口に入れる等の危険もある。三歳位までは子ど
もに紐を持ってこさせ、結わえ付けてやることもあるという＝21〕。子どもを最初に結わえ付ける
ときは吉日を選び、縁起をかついだ寿詞を述べる。
20．θm　cyp…m〕6aT63x，（この革紐のように丈夫で）
　XaTyyXlmηii，（忍耐強く）
　6He6H叩ap　caiiTaii，（しっかりした体つきの）
　y舳1xaTa11c〕丁円皿ηiix，1－6o皿oopo籟（柔らかな心をもつ人になれ）
ことわざに、
21．y兜a　xWx3岬33nη尚（紐は子どもにやさしい）
　yrXllHπXaCT3g皿η前（おしゃぶりは赤ちゃんにやさしい）
という。紐は子どもが家の中の物と知り合うのを助けつつ、様々な危険や迷子の心配を減らす子
育ての道具である。結わえ付けられたまま、子どもはものや人々を観察し、意識しないうちから、
遊びと学びを始めている。
　「人になる」という表現は、生命の危機を乗り越えさえすれば子どもが自ら「人になる」力を持っ
ていることを認めていたこと、大人が子どもに期待し信頼していたことを示す。
22．θpθcθx（男は育つ）
　θCr1術CyllaHa（フエルトは延びる）
23．只a畑1｝op〕p（上着＝21〕の下に男）
　只aaxmH凪op　M0p』（産毛の下に馬）
これらは「子どもを小さいといって蔑視したり、幼いといって見くびらずに、子どもの将来に期
待し、信用しているという勇気付けの言葉」なのである‘13；。
24．θopθoo榊coll　xWx3凪y前叩ar町ii（自分で転んだ子どもは泣かないもの）
これは自分のせいで失敗や不都合が起きた際、責任は本人にあり、それを悔やんでも無駄という
意味である。失敗を乗り越えることを期待し、信頼する。とはいえ完全な子育てなどあるはずも
ない。子どもをきちんとした「人に」させないと手を焼くことになる。
25．Bypyy㏄c0HxWx羽（育ちの悪い子どもは）
　ByXHH　X、珊H3〕C　X3岬（種牛の首よりも＜扱いが〉難しい）
26．BmeM3凪肥皿x岬（おのれを知れば人）
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　B3兀・mp〕3M3叩〕n　M日n（牧草地を知れば家畜）
これは人たるためには自己を認識することが必要であるという意味である。言語学者のフフバー
トルによれば、家畜にはそれなりになじみの牧草地があり、常識的に家畜はそれを知っていると
い㌔人間は自分自身を知らず、身体的な成長や年齢を重ねただけで「人になる」ことはできな
いし、家畜も牧草地を知らずに家畜たりえない。似たことわざに
27．Blle凪xW3州iixWx明（身体に届かない子ども）
　B3m3〕pT　x，1〕3州ii　Man（牧草地に届かない家畜）
　B－mWli口x，1〕3州ii　xyTr日（砥石に届かないナイフ）
とあり、これも不十分なもの、未熟であることを示す。
28．raH口xYll　xYl16o叩o岬前（一人では人にならず）
　F日H口M0口r㎜6㎝兀o岬尚（一本の木では火にならない）
これは人は社会共同体から無縁で人になることはできないということを示す。
大人の役割
　次に子どもにとって代表的な大人である母親・父親・年寄りについてとりあげたい。「父親は目
で、母親は口で」ということわざは「子供をしつけるのに、父親は言葉でなく目の厳しさや優し
さで、母親は愛のこもった言葉で教えなさいという意味」であるという＝2I〕。伝統的なモンゴル
の教育はそのほとんどが家庭におけるインフォーマルな教育に限られており、特に母親が子ども
と直接係ることが多かった。ジャグチドによれば母親は子どものレベルにあわせて子どもに接す
るため幼児語を使うこともよくある。父親は家畜の移動や、隊商を組む等、留守がちなために、
生活の中で占める地位の割に、しつけではさほど明確な役割を果たさなかった。父親や客人は、
子どもをからかったり、おとぎ話を聞かせたり、子どもの遊びについて話したりすることで、子
どもをより大人に近いものとして接するという＝25〕。父親、母親の間にはしつけにおいて明確な
役割の違いがあるだけでなく、その方法も異なっていた。エルデネオチルによれば、両親を尊敬
することは民間教育学の主要な核をなす。父親を「火」、母親を「水」ということから、子どもを
「火と水二つの子」という。子どもが父親に甘やかされれば火に焼けるような、母親に甘やかされ
れば水に溺れるような感じになる。父親から心身ともに離れると寒さの中で火から離れたように
凍え、母親から離れると養分・水分の足りない植物のように枯れるという＝2ω。また、父親は主
に禁じる、叱る等の短期的な性質をもつ方法を利用し、母親はその逆で穏やかにやわらかく向き
会うというように、対照的に描かれる。また、父親の主な役割は「アルガ」になることであり、
母親のそれは「ビリク」になることだという｛27〕。「アルガ」は方便、「ビリク」は般若と訳され
る｛28〕。海野未来雄によれば、この二つのことばは「互いに相反しながらも表裏一体になってい
るものを表す概念」である｛29〕。方便と般若は陰陽とも考えられ、相反しながら一体という父親、
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母親のとらえ方は、ことわざで対句形式となって表われる。
29．A肥H11cypraa皿a」1T（父の教えは金）
　9猟11iil1cypm日皿3p爬h一（母の教えはエルデム＝30〕）
30．AaBH1lxW㎜叩aapooraiixor卿10（父の息子は名声で驚かれ）
　9狐11尚11xW〕叩M33p33m前xo叩alm（母の息子はエルデムで驚かれる）
31．AHl13aML1raa日M〕只11っ（旅の遭を父が知り）
　Aa兀H日皿11iir〕〕x　M〕口m（性格を母が知る）
32．Ap兀ar口or皿HHraaB　M〕口1旧（荒馬を父が知り）
　ABax円〕xl1前r33xM3叩〕（得ること、失うことを母が知る）
両親の子育てへの影響の深さ、特に母親の役割の重要性は次のように表される。
33．θ州x3HH日nx叩3xlliiHcW（小さな赤ん坊に母の乳）
　θcox叫m3叩1尚H，皿63p3n（育つときに父の敬愛）
34．33x巾ox－m』16orc　T0M（母のない娘の尻が大きいほ1〕）
　3口〕岬ii　XθBm1l1術TO皿0ii　TOM（父のない息子の頭が大きいほ1〕）
35．3x　HLx3〕pamr6o皿（母が斑なら）
　yH副raHb㎜岬amr（仔馬も斑）
36．Aa肌1H　xWammれo0T0尚（父の息子は斑だったり斑点があったり）
　ApH1川o口0H口θ岬祠HaMTa籟（裏の木は高かったり低かったり）
37．θ口3r　l1止YxB3n1旧r　ll』olmpθx（父が死ねば一人取り残され）
　3x　H』YxB〕H0εp11』0HHpox（母が死ねば二人取り残される）
38．3xTθHwH0θ口㎝只θr（母のいる孤児は上向き）
　3叫grr0HwH　ypyy叩ar（父のいる孤児は下向き）
父親、母親は対照的に描かれるだけでなく、両親として尊敬される。
39．3叩伽洲，3x一耐HcW（父の恩、母の乳を）
　9H〕Haca1弧xaplly皿x6apax町ii（この人生で返し終わることはない）
40．9H36HelliiHxg33a皿yy凪cyp（この身体の若いときに学べ）
　93x　aaBbma　aM叩叩HHcap（母と父が生きている内に世話をしろ）
また次の寿詞は正月や結婚式等の宴にて使われる。
41．AH皿yy〕rm円3xaHnllWπx日B（調べと響きを響かせて行け）
　　Ax爪Yo皿11006a日crax冊（きょうだいや仲間を喜ばせて行け）
　　AaB3眺33x，11叩3x日B（父と母を尊んで行け）
　　如yy　M日皿aa　oCrOX　HB（馬や家畜を育てて行け）
しかし現実が願い通りになるとは隈らない。
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42．3p月11xl1叩B3”狐aaBa0M叩Tax（夫と仲がよければ母と父を忘れ）
　θBwH3岬B3”Mwliim〕M叩T0x（病が癒えれぱ医者を忘れる）
しつけにおける母親の役割の重視は妊娠した時から始まっており、心構え、慣習等が「妊娠中の
女性の五つのタブー」からわかるというコ33j。また、次のようなことわざがある。
43．TopθoηiixWx叩凪（生まれていない子どもに）
　T0M0p　onr－1ii6〕nT日x（鉄のゆりかごを用意する）
女性は妊娠中もよく働くが、出産前に子どものために何かを用意することは禁じられている。子
どもが無事生まれてこなければ用意したものは大きな悲しみとなるからである。ゆりかごは普通
木で作るが、まして鉄製の丈夫なゆりかごを用意することはありえない。そこから不確実なこと
に対し過度の準備をするべきではないという意味のことわざになる。他に母親の現れることわざ
は以下の通りである。
44．3p6He㏄・1（男の身体は育ち）
　93x－1iil1凪〕〕n6or岬x（母のデール［民族服］が小さくなる）
45．9x　MyyTHll　xWxgH611TrHii　a日（母の悪い娘をもらうな）
　YY口MyyTHH　xo尚M0p611Tnlii　cyy（ドアの悪い上座に座るな）
46．θxH籟rH』3岬岬耐（母を疲れさせない）
　TyrmHr　HLTypaa岬ii（子牛を痩せさせない）
47．3p岬皿xM㎝xmx叩xY珊㎝iixall（ひっくり返しかじる首〈の肉＞はおいしい）
　3pm〕只yy皿30x叩3〕xcaiixa11（帰って会う母はすばらしい）
48。θp33H別I3am3x11ii円〕㎝Hax（まだらの仔鹿は母を思う）
　3口m榊1XW　llyTraO㎝mX（父の息子は故郷を思う）
また父親の役割は「父の五つのエルデム」「父の八つのタブー」等に示されるという＝31〕。他に父
親が現れることわざには、以下のものがある。
49．Aa跳11I6”加xWmiiTalI11叩（父がいるうちに人と知り合え）
　ArrHH611加ra珊pW（馬がいるうちに土地を見よ）
好人物と知り合い、見聞を広めるには条件が整っているとき機会を生かせという意味である。
50．A日日11』6Y叩一iill　x日o11（父は全ての王）
　AxH』口Wn1舳1xaaH（兄は弟の王）
51．3唄rxWl1肺113eD尚cafixaH（父と息子は仲睦まじいのがいい）
　9p3MlI尚1I0MparcaiixaH（男女は愛情深いのがいい）
年寄りの登場することわざには、老人を敬えという教えが多い。
52．θBrθll　xY1咽opr0Mx　x3p3m尚（年寄りには尊敬が必要）
　3㎜yy　x、叩cypmMx　x3p3mii（若者には教えが必要）
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53．HacTH』1cypmaJl（年寄りの教え）
　HapHH円p3兀（太陽の光）
54．0cxHiiH乃mmc（育つ愚か者よりも）
　θTmxlliiIIηH〕r口〕っp（老いる愚か者がまし）
55．HHnxcHracap（幼子を世語し）
　HacTH』lrxY叩3兀（年寄りを敬え）
56．AxM叩xYl133ca崩x叩叩miiηM卿（年配の人を畏れるのは賢さの印）
　A前x巾6aiixD1旧m尚11ηM叩r（畏れないでいるのは愚かさの印）
年寄りを敬うことは、先祖を重んじることにつながる。
57．yraaM卿xη尚xW（根を知らぬ人）
　yCaamH11岬尚M刮皿（水を知らぬ家畜）
ここで「根」は先祖、民族を指す。また家畜にとって水は皆異なり、それぞれ違う成分をもって
おり、どこのどんな水かを知る必要がある。特に白分の生まれた土地の水は重要で、それについ
て知らないということはありえない。水を知らねば家畜の維持も繁殖もできず、子孫の繁栄は望
めない。根を知らぬ人と水を知らぬ家畜は一番大切なことを知らないというのである。
子どもと仕事
　子どもが人になるために仕事は大きな意味を持つ。モンゴル人は子どもの成長の大きな目標に
「働き者」になるという価値を据えてきた｛35〕。大人にとって子どもは重要な仕事の担い手である。
子どもの仕事内容は、性別、年齢及びそれぞれの能力によって決まる。次の例は年齢により習得
すべき仕事の例を示す。
58．3ypraall－mcT田ii　xWx3凪（六歳の子どもは）
　XypraHH333H6㎝H0（子羊の主になる）
　只㎝oO1川aCT劃加aa（七歳のときには）
　Xyp叩HM0plmH333H6㎝m（早い馬の主になる）
　HaiiM田1111acT日加a固（八歳のときには）
　XolHl11H珊116o皿H0（羊の主になる）
　ApB01川θpθBη如〕〕（十四のときには）
　Ax兀HH333H6㎝H0（仕事の主になる）
さて、ここまでことわざの多くには自動詞が用いらていたが、子どもに対して他動詞で働きかけ
ることわざがないわけではない。
59．9xl1耐H3W6ap眺cyp（母の針を握り学べ）
　㎜p3xl1前HY前皿6WH〕（来る仕事はうまくいく）
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　Aa肌1Hyypra6ap』xcyp（父の馬取り樟を握り学べ）
　A只yy　M㎜ocm（馬も家畜も育つ）
　しかしそうした働きかけはことわざ全体では少ない。ことばの力自体を信じても、何かをしろ
と言ったからといってどうなるものでもないという感覚はまた別のもので、ことわざ自体が直接
人間を一人前にするわけでも、誰かを働き者にするわけでもない。だが子どもに仕事の指示を与
えるのは大人だ。
60．XWx3岬ii　xYH　x㎝0M岬ar，（子どものいる人は足が休み）
　X3n日Map口a町ii（舌が休まない）
子どもに仕事を手伝わせる際、常に大人が子どもに助言を与えねばならぬという意味である。ま
た成長に伴い仕事における男女の役割分担がはっきりとしてくる。
61．m叩a　axmlr3p　M〕口H〕（外の仕事を男が知り）
　ropaxopoxHr3MM3只H3（出入りを女が知る）
62．C日叩皿rlIyMHr3pM〕只肥（弓を男が知り）
　Caa皿㎝趾1r3M　M3則3（乳絞りとバケッを女が知る）
ことわざでは男女の役割は明確にわかれるが実際の生活ではそうはいかない。個々の役割を越え、
相互に協力することが前提にある。また仕事を若いうちに身につけることが重視される。子ども
の成長は老いと対比され、「人になる」過程においてこそ、学びの必要性が強調される。
63．θcox口θg30B0x　rai岬i（育つとき苦労するのはいいが）
　θ丁皿ox兀oo’30B0x　xgμW（年老いるとき苦労するのはつらい）
64．0coxlmca1咽aH0pMaiix巾i6o皿（育つとき努力しなければ）
　Yc口aii㎝Hxo尚H0円M㎜一nD（白髪になって悔やむ）
65．θcox1舳x刮pra皿，xapra皿6－m（育つ喜びは喜びではない）
　θ丁皿ox”ii1130㎜0H，30㎜0H611m（老いる苦労は苦労ではない）
66．θcxo口cyp㎝H3all（育つとき身についた性格は）
　θTnθXθハ叩r岬r（年老いたときに現れる）
　さて、人の埋葬、病死した家畜の処理等、子どもの参加しない仕事もある。
67．9cr11ii　xlliix　ra3ap（フエルト作りの場に）
　XW卿H0xoii　x3p3岬ii（子どもと犬は要らない）
フエルト作りは近隣の人々との共同作業であるが、人が多く馬等も多い場所では子どもに適した
仕事はなく、危険でもあり、却って仕事の邪魔である。フエルト作りに限らず、何かが邪魔だと
いう意味だが、子どもは大人から疎外されるというよりは逆に、仕事や遊びの境界を越え、大人
の行動に関心を示し、関わろうとしていたことが窺える。
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3．「人になる」という概念にみる教育観
　ことわざの中の「人になる」という表現は、誕生という危機に対する不安、祈り、またそれを
乗り越え社会的な存在へなっていくことへの不安と期待、更には子どもの未熟さと、それを克服
するための仕事を通した学び等、子育てに関する様々な思いがこめられている。ことわざでは自
動詞の使用が多く、そうした子どもが「なる」という考え方はことわざの語り手、ここでいう大
人のある程度子どもを突き放したまなざしを示している。それは無関心とか冷淡であるという意
味ではなく、子どもが一人前になるために必要な距離を、子どもを見守りつつも保つということ
である。大人の働きかけとは別のところで子どもは育つものという、ある種達観したものの見方
である。「甘えを学ぶより苦労を学べ」「厳しさは外に、愛は内に」「砂糖で育てるより、やる気で
＜乳を＞与えよ」等のことわざは一見すると堅苦しいものに聞こえるが、厳しくもあたたかなま
なざしに裏打ちされた子育ての原則といえる。「大人が一方的に教育し、子どもは一方的に教育さ
れ名」という啓蒙主義的な考え方と違い、子どもを主体とした視点や、人は皆自ら「人になる」
ものだという認識、大人が子どもに、あるいは人間が人間に寄せる全面的な信頼がまずはじめに
あるということは、教育される側だけでなく、教育する方をも自由にしていく、いわゆる教育的
関係のはじまりといえる。
　社会主義時代の民間教育学は根底に「人が、人になる」という主体的な教育観をもちつつも、
その視点を生かしきれていなかった点がある。つまりかつては「健全な」近代市民倫理や道徳、
イデオロギーといったものに対し、それらを補強、またはそうせざるを得ないことがあった。た
とえば分業論におけるジェンダーの視点は固定的で、人間が共同で生きていくために生じている
男女の役割をそれが規範であるかのように受け止め、人々をそこにあてはめようとしがちだった。
これは家族の役割、子ども観についてもいえ、「伝統」をあたかも固定的なもののように民間教育
学が扱ってきたことに由来している。だが現在のモンゴルでは一人前になることが必ずしも遊牧
民になることや、父親や母親になることを意味しない。純粋な遊牧民を想定し、それに限定して
研究を行うことは、現実にそぐわないばかりか、生活と学びの乖離を非難してきた民間教育学自
体が、現実祉会と乖離する危険性をはらむことになる。社会主義時代の民間教育学のあり方を踏
まえ、民間教育学は、人間を型にはめたり、平均的で良質な人間を作り出すためにあるのではな
く、人間が主体的に人になろうとする学びのために創り出されねばならないということを明確に
する必要がある。
終わりに
　前述したようにことわざ自体に人を一人前したり、誰かを働き者にする力があるわけではない。
だが今回整理したことわざは、人が人を一人前にしたいという願いや祈り、苦悩等から時間を経
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て培われた人々の知恵の結晶である。ことわざがその真価を発揮するのは、ことわざに学ぶとい
うことより、そうした人間の営みをときにあと押ししてくれたり、楽にしてくれたりするときで
はないだろうか。異なる地域や文化においても、祖父母が子どもや孫をどのように育てたのかと
いう営みを知ることは、日本のように教育制度が疲弊した国の教育を考える上でも、また他地域
の教育を研究する上でも、様々な示唆を与えてくれると考えられる。今回取り上げたことわざは、
表面上、あるいは形式上は日本人にとってはなじみのないものかもしれないが、その内容は特別
変わったことやなじみのないことではなく、むしろ当たり前のことをいっているに過ぎないこと
が多い。子育て・養育の普遍性はことわざに表現されやすく、こうした民間教育と口頭伝承の研
究を積み重ねていくことで、養育にまつわる様々な知恵を異なる地域・文化に身を置きながら共
有していけるのではないだろうか。
　注
（1）　太H1眺r地域の叶1で教育を問う」新評論1989
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　　と表し、区別しないことも多い。モンゴルでの研究魎口にも「ズイル・ツェツェン・ウグ」という表現が多い
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　号をふった。尚、資料のことわざは、モンゴル因の教育・研究の巾に取り込まれてきた形のもので、実際には
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　　ジャンルもあるため、「寿詞」等も補足的に取り上げた。8・13・14・20・41は「寿詞」、9は「世界の三つ」
　である。
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